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『そのころ、弟子の数が増えてきて、ギリシャ語を話すユダヤ人から、ヘブライ語を話
すユダヤ人に対して苦情が出た。それは、日々の分配のことで、仲間のやもめたちが軽
んじられていたからである。』 使徒言行録 第６章１節

11
在籍者数 35名
第一例会 32名
第二例会 32名
メネット 6名
ゲ ス ト 6名
特別メネット 1名
出 席 率 100％

切 手 0 g
現 金 0円
切手換金 0円
累計現金 1,170円
Ｊ Ｗ Ｆ 0円
Ｅ Ｆ 0ドル

第一例会 17,000円
第二例会 1,000円
累 計 239,500円

ジャガイモ
487,432円

かぼちゃ
お 米 88,000
パ ン 3,000円
ジャンパー 17,500円
例会お酒 11,858円
累 計 648,150円

献 血 0cc
成 分 0名
累 計 400cc
成分累計 0名

第一例会 3,235円
第二例会 4,733円
今期累計 34,822円
累 計 431,160円

12月 EMC－M 会員同士の親睦を深め、クラブ発展の為の礎を築こう。西日本区2000名に向かって！

新山 兼司 EMC事業主任（京都トップスクラブ）

出会い ふれあい

語り合い

交流委員長 勝 山 廣一郎

今年８月横浜国際大会に2,000名の国内、海外からメ

ン、メネット、コメット、ユースの人達が参加されま

した。

この期間すべて英語にてプログラムが行われ、クラブ

メンバーの戸惑いもありましたが、これぞ国際クラブの

場に参加をしている、と実感されたと思いました。

今期、キャピタルクラブより輩出されました仁科保雄

西日本区理事の所信表明の一つに世界平和に繋げる事業

に諸外国との交流を盛んにしましょうとあります。

相手の異文化、気候、風土、慣習などを理解し友好関

係を推し進めて行く中、「思いやり」を学ぶ事が出来る

事業、IBC の本質でもあります。

同じく、国内に於いても各地域のクラブとの交流を盛

んに行う中から良い人間関係が生まれ育つ事も DBC の

良さではないでしょうか。

来る、2011年３月19日（土）、DBC先でもあります、

東京クラブ80周年記念例会が開催されます。多くのメン

バーと前期新しく入会された方々と共に参加の予定をし

ています。そして、2011年６月11日（土）～12日（日）西

日本区大会を開催いたします。多数のメンバーとの、出

会い、ふれあい、そして語り合い、を心よりお待ちいた

しています。

聖句の解説 イエス昇天の後、使徒やその弟子は共同生活をしていた。そこにはギリシャ語系・ヘブライ語系、双方に夫をなくしたやもめ

たちがいて、食料分配等で不平等があったのでしょうか、苦情が出たというのです。十二人の使徒が共同生活のリーダーです。使徒はすべて
ヘブライ語を話すユダヤ人ですから、ヘブライ語系がはばをきかせていたのでしょう。ここで使徒が下した解決策は、使徒が直接行っていた
共同生活管理を、軽んじられていたというギリシャ語を話すユダヤ人にさせた、いわゆる登用したのです。共同生活管理から解放された使徒

は「祈りと御言葉の奉仕に専念した」とされています。しかし、ギリシャ語系の弟子達を登用した、という事はすでに「御言葉の奉仕」、御
言葉を実践したということではありませんか。〔差別なんかありませんよ〕という御言葉を。
これによって登用された弟子は以後主要な働き手になって、福音はヘブライ語を話すユダヤ人から、ギリシャ語を話すユダヤ人、エルサレ

ムを越えてギリシャ、ローマへと広がっていくのです。
さまざまな機会で御言葉を頂いて、「ありがたい話」だと納得したり感銘したりしますが、それと日常生活が別になっていて恥ずかしい限
りです。御言葉は、聞いて感動するだけなら音楽ですね。感動したら実践。自分に鞭打たないといけません。
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「お楽しみ 音楽例会」
亀 井 久 照

今日の例会は音楽例会です。メンバーゲストととして佐伯由
香里様、長谷川幸昌様、そして諸岡美津様を、熊本にしクラブ
より亀浦正行様、亀浦哲也様を、そして多くのメネットゲスト
をお迎えし始まりました。
私もついこの前、カチカチに緊張してゲストとして出席させ
ていただいた例会の時を思い出しました。
今回は弦楽四重奏ということで、クラシック音楽なんかあま
りわからないなぁと思っていましたが、聞き覚えのある曲から
始まりました。ライブ演奏で聞くととても迫力があり、またヴァ
イオリン、ヴィオラ、チェロの奏でるハーモニーがとても素晴
らしく、秋の童謡のメドレーもあり「クラシック、オーケスト
ラ、ブラームス…」という音楽の敷居の高さが完全に取り払わ
れました。
極め付けは、ヴィオラ担当の金本さんのエッセンスの効いたお
しゃべりで、もう四人の奏者にクギ付けになってしまいました。
昨今の不況の折、大阪府の楽団では運営補助を打ち切るなど、
文化というものに対する風あたりがきつい中で、京響は門川市
長が楽団長をされ、京都は文化という経済社会の中では一見無

駄なものを大切にする風土に誇り
が持てる機会を得た気がしました。
また、今回の例会ではキャピタル
クラブの奥の深さも感じました。
山田会長、ドライバー委員会の
皆様、素晴らしい例会をありがと
うございました。

指揮者でこんなにも違う?!

山田会長

金田さん

金原さん

メンバースピーチ

金 田 英 二

本日の例会では、メンバー
スピーチが行われました。ス
ピーカーは西村さん、五十嵐
さん、石村さん、竹田さんの
４人でした。
西村さんからは超プラス思
考のお話が、五十嵐さんから
は人生にとって大きな５つの

出会いのお話が、石村さんからは身にしみる幼児の養育・教育
のお話が、竹田さんからは海と船のお話がありました。皆様そ
れぞれ含蓄のあるお話をされ、楽しく有意義なメンバースピー
チだったなあと感じました。また、今の私に足りないものを感
じたり、今度私もやってみようと思うこともあり、各スピーチ
を聞いてよかったと思いました。メンバースピーチを聞くこと
で、スピーカーの方が普段ど
のようなお仕事をされている
のかやその方のお人柄を少し
ずつ知ることが出来たり、自
分を省（かえり）みる機会が
できるので、これからもメン
バーの皆様のスピーチを楽し
みにしたいと思います。 石村さん 竹田さん

五十嵐さん西村さん

大盛況のワイズデー !!
田 中 升 啓

今年度の京都部渾身の企画であり
ます、ワイズデーが11月３日（祝）に
梅小路公園にて開催されました。最
初に８月30日に行われました第１回
実行委員会では、各クラブの反応も
バラバラで、開催までの時間の余裕
もなく、また、予算はどうするのか
等、正直えらいことがcomingしてきたなぁと思いました。
しかし、各クラブがサポートしている施設を招待し、また一
般の方々にワイズメンズクラブを知ってもらう機会にしたいと
いう主旨はすばらしいと感じ、一貫して積極的な参加という方
針で進めてまいりました。
それは、うちのクラブメンバーならきっと同じ気持ちになっ
て、やると言ったらやってくれるという確信があったからです。
当日はクラブからは37名の参加者、横手風焼きそば・イカ焼き・
タンドリーチキン棒・ナン・ドリンクの計5品の販売でテント
３張りを使用するという全クラブ中最大規模での出店ができ、
このイベントでの一定の役割を果たせたのではないかと思って
います。

全体としては総勢900名
近くの方々にお越しいた
だけて大盛況となりまし
た。やっぱり天気の良い
中、たくさんのメンバー
とこのような企画をする
のは楽しいですね。あり
がとうございました !!!

オータムフエスタ

菅 原 樅 一

11月14日（日）、京都 YMCAリトリートセンターで、恒例
の「オータムフエスタ」が開催されました。おだやかな秋の陽
射しと黄色く色づき始めたメタセコイヤが、会場を温かく包ん
でいました。
開会式で、神﨑総主事より、リトセンが2002年に堀さんが購
入して借りていたグラウンド（2,880m2）が、このたび堀さんの
遺言でもあり、ご遺族のご厚意で、京都 YMCAに寄付された
旨の報告がありました。本日お招きした堀さんの奥様、ご子息、
お孫さんを前に、会場全員で感謝の気持ちを、
お伝えさせていた
だきました。リト
センをこよなく愛
された、亡き堀さ
んを顕彰して、楷
の木※を、グラウ
ンドの片すみに植
樹したことも報告
されました。

堀明美さん（右から２人目）と
ご長男一家
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ホップ・ステップ・サイドジャンプ
大 門 和 彦

プロ野球という特殊な世界から身を引き、一般社会人と
して世間とどの様に向き合えばいいのか？真剣に悩んでい
た頃です。
私の友人から辻さん（元キャピタルメンバー）を紹介し
てもらいました。もちろん初対面です。挨拶代わりの一言
が「ワイズというクラブがあるんやけどお前も入れ！」い
きなりでした。上から目線の一言は一般社会を知らない私
にとって「はい」としか言いようがありません。入会前に
オリエンテーションをして頂いた記憶はありますが、最初
は「なん "オリエンテーリング？" 山に行って判子でもも
らってくんのかなー」っと…。本当に何もわからない！
理解しないまま入会したのを覚えています。委員長や三役
も経験し、2007年には会長まで経験させて頂きました。
本来なら "ジャンプ" してワイズと共に歩むべきところ
ですが…？
現在は中学生野球の監督をしています。当然、土日のワ
イズ活動には参加出来ない訳で…少し横へ "ジャンプ" し
たのかも知れません。しかし必ずメンバーと同じ道に今度
は大きく "ジャンプ"して戻ってきますので待ってて下さ
い。メンバーの寛大な気持ちに心から感謝します。

『何事にも備えられて
時があると信じて…』

大 山 謙 一

『何事にも備えられた時がある』がある。その導きを正
しく聴けたかはわからないが、入会を決意したのは、2007
年ベテスダ祭りにお邪魔した時だった。諸先輩方に色々お
伺いしているうちに、『あっ！ 今この時しかない』と…。
そして、その年の12月23日、私と同じく山田英樹さんと
ご縁があった内田さんと一緒に入会式を迎えることができ
た。嬉しさでいっぱいだった。

振り返れば、入会して１年、２年… あっというまに時
間がたったように感じる。入会するまでの時間よりもはや
く…。もしキャピタルクラブに入会していなければ、出会
えなかったであろう自分に気づけること。また、自分の考
える、知っている範囲ではない多角的な世界観が開ける良
い環境であるということ。そんなことを、様々な行事に参
加して、また例会の場で感じることができるのだと、最近
特に思える。
「躓き」「欠け」が多い、小さい人間ではあるけれど、今
置かれている自分の立場を、まさに自己研鑽に努め、頑張
りたいと思う。『何事にも備えられた時がある』と、『導き
がある』と信じて…。

キャピタルクラブを楽しむ
山 口 雅 也

2004年秋頃、小学生の頃から知っている堀さんから職場
に電話がかかってきたのが直接的な入会のきっかけです。
両親共ワイズメンで、クラブを楽しんでいる姿を見ていま
したので、いつか誘われるのだろうという、漠然とした刷
りこみがあったのかもしれません。その年の12月第１例会
に家内と二人で例会に出席して入会式をしていただきま
した。
そして今は、Ｙサ委員長、ドライバー委員長、会計そし
て書記をさせていただいて、やっとキャピタルクラブが楽
しくなってきました。最近はクラブ内で同世代のメンバー
が増えてきたので、皆で切磋琢磨しながら刺激を得られる
機会も多くなろうかと思っています。
このクラブに期待することは、お互いを尊重するクラブ
の雰囲気がこれからも続くこと。互いに仲良しではあるけ
れど社会人、職業人としてより自分を磨いてくれるピリッ
とした部分がもう少し見えてくると良いのにと思うこと、
そして何よりもワイズメンズクラブならではの、メンだけ
ではなくファミリーのみんなが YMCAやワイズを気軽に
楽しめ、その喜びを家族ともども感じられるクラブであっ
て欲しいと思います。

※楷の木
今から2500年前、儒学の祖、孔子（紀元前552～479）は世を去
り、山東省曲阜の泗水のほとりに埋葬されました。墓所のまわり
に中国全土から集めた美しい木々を植えました。今も残る70万坪
〈200ha〉の孔林で孔子十哲と称された弟子の中で最も師を尊敬
してやまなかった子貢

し こ う

は、さらに３年、小さな庵にとどまって塚
をつくり、楷の木を植えてその地を離れました。この楷の木が大

樹に育ち「子貢手植えの楷」として今も孔子の墓所に、強く美し
い姿をとどめています。
その後、「楷の木」は科挙（中国の隋の時代から清の時代まで
の官僚登用試験）の合格祈願木となり、歴代の文人が自宅に「楷
の木」を植えたことから『学問の木』とも言われるようになり、
科挙の合格者に楷で作った笏

こつ

「楷杖」を与えて名誉を称えたと考
えられています。その杖は暴を戒めるために用いたとされます。
日本に初めて移入されたのは、大正４年（1915年）。当時、農商
務省林業試験場の初代場長であった白沢保美博士が中国を訪れ、
孔子の墓所から「楷の木」の種を採取し、播種、育苗。その後、
日本国内の孔子や儒学にゆかりのある学校（湯島聖堂３本（雄）、
足利学校１本、閑谷学校２本（雌）、多久聖廟１本（雄）など）に
寄贈された。楷の木は、和名で牧野富太郎博士が「孔子木」と命
名。現在では「楷の木」または「楷樹」と呼ばれています。
風土に合っているためか、閑谷学校（岡山県）の楷の木が最も
大樹に育ち、閑谷学校の中心である聖廟の両脇に二本の木が植え
てあり、どちらも幹の太さが２m、高さ約13mに達している。孔
子にちなんで、閑谷学校では、「楷の木」を『学問の木』と呼ぶ
ようになりました。つまり、日本で最初に『学問の木』と呼んだ
のは閑谷学校が最初。全国で11本が現存（'07年現在）。

フエスタは、和太鼓、カントリー音楽、綱引き大会と、集っ
た大人、子どもたちが一緒になって楽しみ、昼には、各クラブ
が、こしらえたおいしいごちそうをたっぷり味わいました。
キャピタルクラブは飲みもの販売を、チームワーク良ろしく、
ワイワイガヤガヤ楽しく担当させていただきました。皆様お疲
れさまでした。
参加者

‥

内田、勝山、金原、香山、神﨑、菅原、竹田、
田中（升）、田中（升）コメット３名、西川、西村、
幡南、八木、八木コメット、山口、山田（英）、
山田（英）メネット、山田（英）コメット 計20名



編 集 後 記
今年は、色々と皆さまにはご無理とご迷惑をおかけいたし
ましたがお陰様で無事にブリテンを発行することができまし
た。
これからの半年間を何卒よろしくお願いいたします。

（委員長 大山 謙一）

＜報告事項＞
西日本区
理事通信11月号の件、メネット通信３号→回覧・配布
Yサ事業通信１号・EMC事業通信２号→回覧・配布
国際会長ファミリーレター→メール FAXにて配布
BF・TOF円換算レート決定
1＄＝100円 TOF 1,600円 BF 1,500円
ワイズメンズワールド日本語版第１号→次回例会で配布
京 都 部
山中氏エルマークロウ賞祝会28日 ５名参加
京都部 CSチャリティーボウリング２月６日に開催予定
ワイズデー参加施設御礼とアンケートの件

YMCA
かねまつゆたかファミリーコンサート 11日 同志社寒梅館
わんぱく子どもチャレンジ 12日 野外料理の達人
Xmasロビーコンサート 14日 キャピタルクラブ担当

18日 キャロリング
三 役
次次期会長選考委員会開催 10月19日・20日
メンバーゲスト長谷川幸昌さんの件
＜各事業委員会報告＞
Ｙサ・ユース わんぱくチャレンジ詳細 クリスマスキャロ

リングの件
地域奉仕・環境 ワイズデー総括

環境活動エコキャップ運動を推進予定
ドライバー委員会 新年例会：札幌かに家

ユースコンボケーション
体験談は２月Ｙサアワーと併設で行う

交 流 ベゼルクラブへ西日本区大会の案内状送付完了
３月19日 東京クラブ80周年記念例会

フ ァ ン ド ジャガイモかぼちゃファンド結果出る
目標80万に対し、現在64.8万円を達成

ＢＦファンド 現金は１月第２例会と２月第１例会迄受付。
使用済み切手はクリスマス例会迄受付。

広 報 12･１･２月号ブリテン内容検討
Ｅ Ｍ Ｃ 座談会座長会議を開催する11月６日

EMC忘年会：12月10日 場所いづもや
川柳企画

＜審議事項＞
次次期会長選出の件→山口雅也さん承認
＜そ の 他＞
次回三役会 2010年12月16日（木）19時～
次回役員会 2010年12月21日（火）19時～
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メネット
12月16日 竹 田 倫 子
12月28日 山 口 重 子
コメット

12月23日 内 田 一 希
12月27日 亀 井 航 太
12月30日 村 田 圭 悟

12月13日 大門 和彦・洋子 ご夫妻

２月１日（火） TOF例会
２月４日（金） 京都部役員会

２月６日（日） CSボウリング大会
２月13日（日） 京都部評議会
２月15日（火） 第２例会
２月19日（土） 京都YMCA

創立122周年記念会員集会
２月22日（火） 第８回役員会
３月１日（火） 第１例会
３月４日（金） 京都部役員会
３月12日（土）～13日（日）

次期会長・主査研修会
３月13日（日） 京都YMCA卒業リーダー祝会
３月15日（火） 第２例会
３月19日（土） 東京クラブ80周年祝会
３月22日（火） 第９回役員会
３月27日（日） メタセコイヤフェスティバル

日時：2010年11月15日（月）19:00～20:55
場所：京都YMCA三条本館 201号室
各委員会報告より進捗状況確認

使用済み切手の整理の仕方

１．切手の周囲約３mm位を残して切る
２．汚れたり、折り目のあるのは不可
３．切手の縁が欠けていても不可
４．外国切手は別にする

YMCA・YWCA合同祈祷週

11月17日 山田会長 出席

京都部から国際議員

次年度からの任期で西
堀和之さん（京都プリンス）
が選出されました。

ファンド米

10kg3,800円 在庫あり
ます。ご注文ください。

11月13日～14日 第２回西日本区役員会
仁科 柳 田中（雅）・山田（隆）

11月14日 奈良クラブ創立60周年記念例会
仁科 仁科節子 柳 柳早知子 田中（雅） 岡本

DBC 締結式 仁科・柳・田中（雅）
11月28日 京都部第14代部長山中君エルマークロウ賞

受賞を祝う会

仁科 田中（雅） 柳 岡本 山田（英）

仁科西日本区理事活動記録

竹田 博和

薄曇りの11月７日国際協力街頭募金が行われました。最初に
三条 YMCAにて、同盟の横山さんより YMCAの国際協力に
ついての講演がありました。
募金で集まった金額を100円換算にすると60円が京都YMCA
に、残り40円が同盟に渡り40円中20円が災害に、残り20円が毎
年行われる息の長いプログラムに使われているそうです。
そういったプログラムの一つとして2005年から日本と韓国の

YMCA合同で始まった東ティモールへの支援があります。韓
国では現地でコーヒー豆の農園をサポートし、その豆を使用し
韓国国内でピースカフェを展開しているそうです。日本はリク
リエーション分野の協力を行っているようです。
講演の後、京都タワー前へ移動しプログラム参加の子ども達
５人と、リーダー３人と一緒に募金を行いました。タワー前で
は13,395円の募金がありました。
参加者：金原・菅原・瀬本・森（繁）・竹田・竹田コメット


